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ほけんのおはなし

9月に入り気温が低下して過ごしやすい日が増えてきましたが、夏の疲れが出や
すい時期でもありますのでみなさま気をつけてお過ごしください。
9月9日は救急の日です。今回のほけんのおはなしは、けがをした時の対応方法に

ついてです。

①傷口を流水で流す。
出来る限り異物が残らないように水道水で丁寧に洗い流します。強くこすらな い

ように注意して下さい。石鹸がある場合にはしっかり泡立てて使用し、傷のまわりの
皮膚の汚れも落としましょう。
【医療機関への受診の目安】
・傷の中の異物が完全に取り除けない
・汚い水が溜まっている場所（どぶや古池など）でけがをした
・動物や人に咬まれてけがをした
・錆びた鉄や古い木材でけがをした

②血が出ていたら、傷を直接圧迫する。
傷に清潔なガーゼやタオルなどを当てて、その上から血が出ている場所を押さえま

す。
【医療機関への受診の目安】
・傷を5分以上押さえても血が止まらない時は、速やかに医療機関を受診する
・受診するまでの間は、できる限り傷のある部位を高く上げて傷の圧迫を続ける

すり傷の応急手当て



い
ように注意して下さい。石鹸がある場合にはしっかり泡立てて使用し、傷のまわりの

傷に清潔なガーゼやタオルなどを当てて、その上から血が出ている場所を押さえま

③傷の状態を観察する。
傷からの出血がとまったら、傷の状態をいま一度よく観察して下さい。とくに傷

の深さに注意して観察します。基本的に自宅で様子をみることができるのは、比較
的浅いすり傷や切り傷までです。汚れがとれていない場合には①に戻り、止血が出
来ていない場合には②に戻ります。
【医療機関への受診の目安】
・傷の中に黄色い脂肪の組織や筋肉、骨が見えている
・切った傷口が大きく開いている
・傷がえぐれている
・刺し傷である
・けがをした場所に動かしにくさやしびれがある

④傷を清潔に保ちつつ、保湿する。
傷が完全にふさがるまでは、傷を清潔に保つことも重要です。傷を軟膏や被覆材

で保護している期間も、1日に1回は傷を水道水で洗って、新しいものに取り替える
ようにします。
【医療機関への受診の目安】
・傷が赤く腫れて痛みが強いとき
・傷からの滲出液がなかなか減らないとき
・傷から膿（うみ）が出てくるとき
・傷から悪臭がするとき
傷を早くきれいに治すには、保湿を行いできるだけ乾燥させないことが大切です。

傷に潤いを持たせて密閉する方法を湿潤療法（モイストヒーリング）と呼びます。
専用の被覆材を使用したり、白色ワセリンを塗ったあとにガーゼや絆創膏で保護す
る方法があります。


